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A Study on Utilization of Gas Sensor 
in Elementary School Science:




　小学校学習指導要領（平成 29 年公示）解説：理科編では、いずれも第６学年の「Ａ (1) 燃焼の










































(1)　 以下の気体センサーや器具を使用し、第６学年の「Ａ (1) 燃焼の仕組み」、「Ｂ (1) 人の体
　のつくりと働き」、「Ｂ (3) 生物と環境」、「Ａ (2) 水溶液の性質」の単元における実験の基礎デー
　タを収集する。なお、各実験の方法や環境については、内容ごとに後述する。
　①　酸素濃度の測定：「児童用酸素モニタ　検ちゃん TDO-01FS」　( 株 ) ナリカ　２台
　②　二酸化炭素濃度の測定：「デジタルＣＯ２／Ｏ２モニタ TGM-01」　( 株 ) ナリカ　１台
　　　※　使用した②の機器は、寿命のため酸素センサーが使用できず、二酸化炭素濃度
　　　　のみを測定した。
(2) 　東京都内公立小学校６校に在籍する第６学年児童 468 に対して、「Ａ (1) 燃焼の仕組み」、
　「Ｂ (3) 生物と環境」について質問紙調査を行い、その結果から、気体センサーを活用した
　場合の問題解決の発展性について考察する。
　　なお、６校においては、同一の教科書を使用し、「Ａ (1) 燃焼の仕組み」、「Ｂ (3) 生物と環境」
　の学習が終わった平成 30 年度の夏季休業直前の時点で調査を実施した。ただし、１校におい






　①  「Ａ (1) 燃焼の仕組み」に関する調査
　　○　都内公立小学校６校に在籍する第６学年児童 468 名
　　○　「Ａ (1) 燃焼の仕組み」に関する学習が終了している夏季休業直前に実施
　②  「Ｂ (3) 生物と環境」に関する調査
　　○　都内公立小学校５校に在籍する第６学年児童 399 名
　　○　「Ｂ (3) 生物と環境」に関する学習が終了している夏季休業直前に実施
(2) 　「Ａ (1) 燃焼の仕組み」に関する調査内容
(3)　 「Ａ (1) 燃焼の仕組み」に関する調査結果
　　ろうそくの消える順番に関する調査結果は、図３－１のグラフで示す。「上のろうそく
　が先に消える」と回答した児童は全体の 38.7％であった。









（ ） 上のろうそくが先に消える。 
（ ） 下のろうそくが先に消える。 
（  ） 上と下のろうそくがほとんど同時に消える。 
１－② １－①で答えた理由は何ですか。文章で書いてください。 
図３－１ ろうそくの消える順番に関する児童の回答の割合 
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図３－２ 上のろうそくが先に消える理由に関する児童の回答の割合
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① 空気の上昇 ② 二酸化炭素の発生 ③ ①・②の両方











(5) 　「Ｂ (3) 生物と環境」に関する調査内容








　児童 (2.5％ ) は少なかった。こうした結果が出た背景には、学校現場での実践に制約があ
　ることが考えられる。多くの学校では、植物の光合成による二酸化炭素の吸収と酸素の発
　生に関する実験を、太陽光の当たらない条件での対比実験を行わずに実施しているのが現
２－①  理科で「生物どうしの関わり」を学習しました。人や動物、植物は、酸素を取り入れて二酸化炭 
素を出しています。しかし、地球上の酸素はなくなることは ありません。これはなぜですか。 
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図６－３　空気を封入し太陽光を当てた場合のＯ２ ・ ＣＯ２の濃度変化 
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